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緒 言

鉢物の需要が多様化 しているが,消 費者 か らは長期 にわた り観賞可能 な花木類 の要求 も多い。著者 は花 木

類のゲ イペ カズ ラ(Clerodendrum thomsoniae Balf.)の 栽培 に適 した 日照条件 と用 土 につ いて前 報で 報

告 した。 この植物 の繁殖 は挿 し木 で行 って きたが,適 切 な挿 し木 の時期及 び挿 し穂 の部位 な どについて はあ

ま り明 らかではなかった。

そ こで本研 究では,挿 し穂 の部位,挿 し木用土及 び時期 な どが ゲ ンペ イカズラ挿 し穂の発根 にどの ような

影響 を及ぼすか を調査 し,最 適 な挿 し木条件 を検討 した。

材料 と方法

挿 し木は1994年12月9日(1回),1995年2月14日(2回),6月19日(3回),8月1日(4回)の 計4

回行 った。挿 し穂 は,鉢 植 えのゲ ンペ イカズラの約30cm以 上 に伸 びた蔓 を3等 分(先 端か ら先端 部:T,中

間部:M,基 部:B)し,そ れぞれの部位か ら1～2芽 をつ けた7cm～8cmを 挿 し穂 と して供 した。挿 し木

時には,発 根 を促進す るため切 り口に生長調節剤の イン ドール酪酸0.4%液 剤,1秒 浸 漬及び イン ドール酪

酸0.5%粉 剤の塗布処理 を行い,無 処理 を対照 と した。挿 し木用土は鹿沼土(粒 径3mm),バ ー ミキュ ライ

ト,コ コピー トを用い,各 用土 を充填 したセルポ ッ ト(128穴)の1穴 に1本 挿 し後,指 宿植物試験 場 ミス

ト室 内に置 いた。処理本数 は1区 あた り8本 と し,結 果は8本 の平均値 で示 した。

調査 は根数,根 乾物重,発 根 率 について挿 し木か ら30日 ～40日 後に行 った。根 数は挿 し穂 か ら2mm以 上伸

長 している ものを数 え,根 乾物重 は80℃ の乾熱器で48時 間以上乾燥 して測定 した。

結果 と考 察

最多根数 は1回 目バー ミキ ュライ ト-基 部-液,2回 目鹿沼-先 端-液,3回 目ココ ピー ト-中 間-液,

4回 目鹿沼-基 部-液 であ った。最小 は1回 目ココピー ト-中 間-無,2回 目ココピー ト-中 間-粉,3回

目バ ー ミキュライ ト-中 間-無,4回 目鹿 沼-基 部-無 であ り,根 数については挿 し穂 の部位,用 土 に関係

な く4回 と も液剤処理 した ものが最 大 を示 した(第1図)。

根乾物重 は,最 大 は1回 目鹿沼-基 部-粉,2回 目ココピー ト-基 部-粉,3回 目ココピー ト-基 部-無,

4回 目ココピー ト-基 部-液 で,基 部挿 しが4回 とも大 であった。最小 は1同 目鹿沼-中 間-無,2回 目鹿

沼-基 部 一液,3回 目鹿沼-先 端-液,4回 目バ ー ミキュ ライ ト-中 間-液,コ コピー ト-中 間-粉 で液剤

処理区 に乾物重の減少が多 く見 られた(第2図)。 これは,処 理 に よって発根 は促進 され た もの の,根 の乾

物量 は必ず しも多 くなっていない ことを示 している と思 われる。発根率は2回 目のバー ミキュライ ト-先 端-

液,コ コピー ト-先 端-無,鹿 沼-中 間-液,バ ー ミキュライ ト-中 間-液 及 び無 をのぞ き100%で あ った。

挿 し木用土について生 長調節剤処理 区別 の最大値 を比較す る と,最 多根数 は鹿沼土で他 区に比べ最大値 を

示す処理区が多 く,最 大根乾物重 では ココピー トが 同 じく多 くなった。部位別 では,最 多根数 は先端部 と基

部が最 も多 く,根 乾物重 では基部が最大で あった。今後 は,花 木鉢物 として一番の問題点であ る着花数の促

進 と開花期 間の延 長のための栽培技術 の確立 を検討 したい。

摘 要

指宿植物試験場 にお けるゲ ンペ イカズ ラの挿 し木の時期 はほぼ年間 を通 して可能であ ると思われ る。用土

では鹿沼土 の場合根数 は最多で あるが,根 の充実の点か らみ る とココピー トが適 してい るように思 えた。挿

し穂 の部位 につ いては先端部お よび基部が良か った。今回の処理で はいずれ も比較的 よ く発根 してお り,ゲ

ンペ イカズラは挿 し木繁殖がか な り容易 な植物であ ることが判明 した。
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第1図 生長調節剤処理別発根数。
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第2図 生長調節剤処理別根乾物重。


